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研究成果の概要（和文）：感染症のパンデミック、脳磁計の実質的稼働停止が生じた状況下で過去の研究データ
を分析した。障害部位に限局して痛みを訴える患者と比較して、広範囲に痛みを訴える患者は体性感覚に関する
空間分解能が低下している可能性を明らかにした（Yoshidaら, 2020）。疼痛強度については、大脳皮質活動の
コヒーレンス値と主観的評価尺度が相関関係にあることを明らかにした（Iwatsukiら, 2021）。リハビリテーシ
ョンのシステマティックレビューでは、原疾患に対する装具療法や運動療法が主となっていることが明らかとな
り（Yoshidaら., 2022）、認知行動療法等の基礎研究の重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：I conducted retrospective cohort study using data of cerebral activation in 
patients with chronic pain. This is because that I experienced pandemics and an out of operation of 
magnetoencephalography. On the basis of these reasons, we studied and yielded three articles. First,
 the mechanism of extra-territorial pain is associated with dysfunction of spatial cognition 
(Yoshida et al., 2020). Second, our method targeting the neural mechanism of pain has the potential 
to offer a clinically objective means of evaluating it (Iwatsuki et al., 2021). Finally, a 
systematic review of rehabilitation suggests basic research such as cognitive behavioral therapy 
because treatment to pain is orthotic therapies and exercises based on the primary disease (Yoshida 
et al., 2022).

研究分野： リハビリテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
痛みが生じると体を動かすことに対する恐怖、不安、抑うつといった様々な精神症状が現れることがあり、痛み
の慢性化に繋がる原因とされています。一方で、痛みに付随する精神症状がどれ程弱いか、または強いかを把握
する臨床的な手立ては、痛みを有する当事者に口頭で回答してもらったり、質問票に記入をしてもらったりする
しかありません。他方、脳機能計測では、必ずしも当事者の意図が反映されているわけではありませんし、症状
を表現しづらい場合でも客観的に測定できる可能性があります。本研究では、臨床現場で脳機能解析によって痛
みに苦しむ方の運動恐怖または精神症状の程度が客観的に評価できることを目指したものです。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
慢性疼痛には、破局的思考、不安、恐怖、抑うつといった多様な情動が関与している。例えば、
いかなる運動も新たな痛みに繋がるという過剰な恐れを抱き、十分な筋力トレーニングが行え
ず、体を動かさない生活（要介護状態・休職）へと陥る。このように心理状態が身体活動の回復
に大きな影響を及ぼしていることが知られている。しかし、慢性疼痛に関連した情動を捉える方
法はアンケートを用いた主観的評価しか存在しないため治療法も十分に検討されていない。客
観的評価の開発は、的確な病態把握に基づく適切な治療法の決定や新規開発の礎となり、将来的
には慢性疼痛によって要介護状態・休職となっている患者の社会参加を促進することが期待で
きる。 
感情は脳内の電流分布として直接捉えることができる。長期にわたって痛みを経験している患
者は、運動課題や認知課題を行っていない安静時脳活動でさえも正常とは異なる応答を示すこ
とが知られるようになってきている。具体的には、放線冠、視床、一次体性感覚野、脳梁、帯状
回、側頭頭頂連合部、島回といった部位に異常活動が生じている。本研究では非侵襲的な計測方
法を用いて、患者の安静時脳活動で生じる情動関連部位およびネットワーク形成異常を明らか
にするとともに、臨床場面で利用できる客観的評価方法の開発を検討することとした。 
 
２．研究の目的 
脳活動の指標を用いて、日常診療で利用可能な慢性疼痛に関連した情動の客観的評価方法を検
討することとした。 
 
３．研究の方法 
対象疾患は、受傷または術後 3か月以上経過しても痛みを有する慢性疼痛成人とした。目標症例
数 21 例とし、診断名や入院日数といった診療目的で取得された既存情報を利用した。加えて、
脳磁図のコヒーレンス値、Tampa Scale for Kinesiophobia といった研究目的で取得した新規情
報を得た。主要評価項目は、運動恐怖に関連したコヒーレンス値を用いることとした。しかしな
がら、研究成果の概要に既述した通り、retrospective cohort study による慢性疼痛患者の脳
機能解析を 2件実施した。加えて、治療法の開発を目指すために、リハビリテーションプログラ
ムのシステマティックレビューを 1件実施した。 
 
４．研究成果 
（1）手根管症候群患者を対象とした脳機能解析では、障害部位である正中神経支配領域に限局
して痛みを訴える患者と正中神経支配領域を超
えて痛みを訴える患者の大脳皮質活動を比較し
た結果、正中神経支配領域を超えて痛みを訴え
る患者の帯状回、一次体性感覚野（下肢の領域）、
下頭頂小葉において有意な神経活動の増加を認
め（図 1）、体性感覚性の空間識別能の低下が示
唆された。 
 
 
 
                                      図 1. 
 
（2）難治性疼痛である複合性局所疼痛症候群の患者を対象とした脳機能解析では、安静時脳活
動の電流密度と疼痛強度の主観的評価尺度であ
る Visual Analogue Scale の関係性を検証した
結果、一次及び二次体性感覚野及び楔前部の電
流密度は主観的な疼痛スコアと負の相関を示し
た（図 2）。振幅包絡線相関と主観的疼痛スコア
は、右大脳半球のアルファ周波数帯域において
二次体性感覚野と楔前部及び二次体性感覚野と
島皮質で有意に相関していた。シータ周波数帯
域では、右大脳半球の第二体性感覚野と後帯状
皮質の振幅包絡線相関と主観的疼痛スコアが相
関していた。 
 
                                      図 2. 



 
 
（3）熱傷を負った成人の創傷治癒過程の 3 つの段階について、国際生活機能分類の枠組みを用
いてリハビリテーションプログラムの有効性を確認するシステマティックレビューを実施した
結果、装具療法や運動療法といったプログラムの有効性が示された（図 3）。 

 
 

 

図 3.  
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